
WG名 CCM/STAR

WG開設年月 2021年8月から2022年3月

WGリーダ名 笠松 隆幸 （tkasamatsug@gmail.com）

WG目的 CSA日本支部として独自の検討を加え、CCM4.0.2/ISMAPのマッピングを作成し、リリースする

WG概要 「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）」は、「日本版FedRAMP」とも呼ばれ、日本政府が求めるセ
キュリティ要求を満たしているクラウドサービスを予め評価・登録することにより、クラウドサービス調達におけるセキュリ
ティ水準の確保を図り、円滑な導入を目的とした制度です。

WGでは、米国CSA本部が作成した「CCMにおける国際規格ISO27000シリーズの管理策とISMAP管理策のマッピング
表（CCM4.0.2）」について、CSA日本支部が独自に13分野/133管理策のマッピングを見直し、国内CCM準拠のクラ
ウド事業者へ分かり易いマッピングを提供していくことを目標とし、Gap分析を行います。

WG実施形態 月1回をベースに、対面会議またはオンライン会議で実施する。

WG参加条件
（アプリ/メルアド
等）

オンライン会議Teams、会議案内Slack、会員チャットSlack、フォルダー共有OneDrive、成果物Office365のアプリを使
用。
（注1）WG用ツールは、無料のWeb版と有料のデスクトップ版、どちらも可能です。
（注2）WG用IDは、CSA会員登録したメルアドを利用すること。個人ID、会社ID、客先IDなど複数の使い分けに注意！
（注3）WG用PCは、個人PCと会社貸与PC、どちらも可能ですが、貸与PCはツールのインストール制限に注意！
（注4）WG用回線は、有線1Gの回線を推奨、無線LTE・4G・5G等は電波状況により切れる事に注意！

参照規格等 ISO27001、ISO2702、ISO27014、ISO27017、ISMAP

スケジュール予定 月1回開催し、各1時間30分を予定。
MAX10回で終了し、成果物をCSA日本支部として公開予定。
スケジュールは、2021年8月に第1回キックオフ、その後1次レビュー、2次レビュー、成果物の修正方針決定、成果物
の文書校正、2022年2月クロージング、3月「CCM4.0.2/ISMAP」版のリリースの予定。

WG参加のメリット ①リリース版に、協力者の本人名と会社名を記名できる。＞CSA法人会員の方、会社貢献しましょう。
②他の学会での論文発表に利用したり、教育機関や社会的施設等で講演・講義の資料として利用できる。
③最新のCCMv4（翻訳）を公開前に読める。
④クラウドサービス事業者に対してCCM/ISMAP管理基準の導入支援ができるように成る。

既存15名のWGメンバーに加え、新規WG参加希望者を募集します！

新CCM/STAR-WGの活動計画


